
１学習内容の説明⇒２問題演習⇒３振り返り（確認テスト・相互採点・リフレクションの記入）

【内容目標】箱ひげ図をかくこともでき、情報を読み取れるようにもなろう

□箱ひげ図

箱ひげ図
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例７のように

縦に書くことも

□箱ひげ図とヒストグラム
  

データ データ データ

　箱ひげ図では，ヒストグラ

ムほどにはデータの分布が詳

しく表現されないが，大まか

な様子はわかる。







































 

 

例７）　箱ひげ図によるデータの分析
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□外れ値

外れ値

第四分位数－×四分位範囲以下の値

第四分位数＋×四分位範囲以上の値

    

外れ値

 

  

    

外れ値をかいてもかかなくても

箱のサイズは変わらない!

外れ値

複数あることも

＜注意＞ 外れ値を で示す箱ひげ図をかく場合でも，

     四分位数は外れ値を除かないすべてのデータの

     四分位数であり，その値にもとづいて箱をかく

     

　たとえば，ある５人のテスト結果が点，点，点，点，

点のとき，平均値は点，中央値は点である。点は他

の値より著しく高いため，点の値を「はずれ値」として除いて考えると，

平均値は点と大きく変化するが，中央値は点とあまり変化しない。

　このことから，平均値の方が中央値よりも「はずれ値」からの影響を

受けやすいといえる。

　また，平均値，中央値，最頻値は，右の図のように，データが１つの山でほぼ左右対称に分布しているとき，

互いに近い値となる。

　一方，データが１つの山で左右対称に分布していないときは，平均値より中央値や最頻値の方が，データの代

表的な位置を表すのに適切である。

　さらに，相関係数も「はずれ値」の影響を受けやすい。

　右の散布図で表されたデータの相関係数はであるが，

円の中の２つの「はずれ値」を除いて相関係数を求めるととなる。

　このため，相関係数を考えるときは相関係数だけでなく，散布図も調べることが重要である。
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